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論文の内容の要旨

（目的）

　虚血性心疾患患者において，狭窄冠動脈の支配領域にある左室壁が著しい収縮低下を示し，すでに壊死してし

まっているかにみえても，当該冠動豚の血行を再建するとその収縮が正常化する例がある。これは，心筋細胞自

体は生存している（viab1e）ものの，酸素供給の減少のため自らの収縮を下方調節して冬眠しているためである。

このように，狭窄冠動脈の支配領域が高度の壁運動異常を呈する場合，それが冬眠心筋なのか壊死心筋なのか，す

なわち心筋viabi晦を有するのか有しないのかの判定は，狭窄冠動脈の血行再建の適応を決定する上で極めて重

要である。心筋viabi晦の診断法として，タリウム心筋シンチグラフィ（シンチ）やドブタミン負荷心エコー図

法が現在広く用いられている。しかし，タリウム心筋シンチは心筋viabi1ityを過少評価するとされ，心エコー図

は定量評価が困難で，患者条件に左右されるなどの制約がある。本研究では新たな心筋viabi1ityの診断法の開発

を目的として，ドブタミン負荷によりviabkな心筋の潜在的収縮能を顕在化させ，これを心プールシンチにより

感知するドブタミン負荷心プールシンチを考察し，従来の方法と比較した。

（対象と方法）

　対象は胸痛精査のために冠動脈造影を施行した患者54例（虚血性心疾患患者51例および正常冠動脈例3例）で

あった。全例にドブタミン負荷心プールシンチを施行，安静時および5μg／Kg／min4分間のドブタミン負荷時に

データ収集を行った。再構成された心プール像において左室を拡張終期面積重心にて8分割し，このうち心基部

側の3区画をのぞいた5区問（心基部中隔，心尖部中隔，心尖部，心尖部働壁，後倒壁）において各区画での容

量変化曲線を求め，局所収縮能の指標である局所駆出分画（r－EF）および局所1／3駆出分画（収縮期の初期1／3に

駆出される分画で心筋収縮性をあら‘わす）（〃3EF）を算出した。タリウム心筋シンチは安静時の水平長軸断層像

を，心プールシンチの5区画に対応する局所5領域に分割の，各領域のタリウム集積を正常，低集積，欠損の3

段階の定性評価した。対象のうち冠血行再建術に成功した17例において，心エコー図法による冠血行再建術後の

局所壁運動改善を心筋viab1打の基準とし，タリウム心筋シンチとドブタミン負荷心プールシンチの心筋viabi晦

の診断能を比較した。
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（結果）

I）心プールシンチにおけるr－EFのドブタミンによる増加量（△r－EF）は，タリウム心筋シンチにおけるタリウ

　ムの局所集積が正常および低集積の領域において，欠損の領域より有意に大であった。また，r一ヱ／3EFのドブタ

　ミンによる増加量（△r－1／3EF）も，タリウムの局所集積が正常および低集積の領域において，欠損の領域より

　有意に大であった。

n）I）の結果より，タリウムの集積が低集積である領域のドブタミンに対する反応の（平均一S．D．）を心筋

　viabi1吋のcuto廿値とし，△トEFで十5％以上，△r－1／3EFで十2％以上を心筋viabi1吋ありと定義した。この

　とき，△㍑Fによる心筋viabi晦の診断能は感度9！．4％，特異度55．5％（陽性的中率88．9％，陰性的中率62．5％）

　であった。また，△r－1／3EFでは感度9！．4％，特異度66．6％（陽性的中率91．4％，陰性的申率66．6％）であった。

　これに対し，安静時アリウム心筋シンチの診断能は感度74．2％，特異度778％（陽性的中率92．9％，陰性的申率

　43．8％）であった。

（考察）

　心電図同期心プールシンチグラフイは局所左室機能を客観的かつ定量的に評価しうる優れた手法であり，これ

を応用したドブタミン負荷心プールシンチは，心筋viabi1吋の検出においてタリウム心筋シンチに比し極めて高

い感度を有した。本法では特異度はタリウム心筋シンチより低値であったが，検出感度が低く心筋viabi晦を過

少評価しやすいタリウム心筋シンチと比較して，陽性的中率を損なわせずに陰性的中率を改善させた。

審査の結果の要旨

　虚血性心疾患の治療方針を決定する上で重要な心筋viabi1吋を検出するのに新しい方法を開発し，従来の方法

より高感度で，かつ的中率を高めるのに成功したことは高く評価できる。必要とされるドブタミン負荷も軽度の

ものであり，臨床の場に適応するのに障害は少ない。さらに例数を増やし，この方法の評価を行えば，優れた検

査法として定着させることが期待できる。

　よって，著者は，博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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